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東北大学における
大学施設ZEB化推進
仙台市脱炭素先行地域
「109万市民の“日常”を脱炭素化」
主な取組みとして，市中心部の繁華街にあるビルの

ZEB改修が計画されています。東北大学は，大学施設
のZEB化の実績により，アドバイザーとして参加して
います！

2023年度末の状況



東北大学『ZEB』モデルを民間に

「エコラボ」東北初の『ZEB』
東北大学大学院環境科学研究科の建物
2010年 竣工 木造２階建て
2019年 改修し『ZEB』を取得

東北ボーリング㈱新社屋
2020年 みやぎZEB研究会入会
2023年竣工，『ZEB』を取得
エコラボと設計者が同じ

塚田電気工事㈱新社屋
2021年 みやぎZEB研究会入会
2023年竣工，『ZEB』を取得
エコラボとZEBプランナーが同じコンセプト

継承

大学の総合知
の社会実装

情報共有

脱炭素
計画支援

ともに木造で，地中熱を利用

大学主導でみやぎZEB研究会を設立
2020年発足 現在の会員数 23社

２０２４年７月，内閣府「第2回総合知
活用事例」に採択されました



地中熱とは？

※図はすべて環境省HPより

地下の温度は
10m以深だと
年中約15℃

オープンループ方式は地下水を利用する

海外では、日本に比べて地中熱利用ヒート
ポンプシステムの普及が進んでいます



環境省地球環境局 地球温暖化対策課 作成

宮城県における地中熱利用可能地域



東北大学大学院環境科学研究科でも地中熱を利用中！
環境科学研究科
研究棟

青森県のある公共施設での測定例
（石上ほか、2010より）

環境科学研究科研究棟の１階玄関ホールと会議室で地中熱を運用
地中熱導入により，二酸化炭素排出量を３０％削減



都道府県別の地中熱普及状況

環境省「地中熱利用システム2023」より



地中熱の利用促進と規制緩和（宮城県・仙台市との連携による成果）

宮城県内でのオープンループ方式導入の２つの壁
１．揚水規制
県内には，２種類の揚水規制地域が存在
・「工業用水法」
→揚水目的が冷暖房に供するのみであれば，対象外となる
・「宮城県公害防止条例」
→宮城県や仙台市の許可が必要

２．地下浸透
→揚水した地下水を元の帯水層に還元する場合、水質に変
化がなければ「有害物質の地下浸透」に該当しないとされた
（令和4年1月27日宮城県運用通知改正）




	スライド 1
	スライド 2: 東北大学における 大学施設ZEB化推進
	スライド 3: 東北大学『ZEB』モデルを民間に
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 地中熱の利用促進と規制緩和（宮城県・仙台市との連携による成果）
	スライド 9

